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　筆者は2016年4月1日よりクロスアポイン
ト制度注1によって、日本スポーツ振興センタ
（JSC）へ在籍出向をしている。JSCは国の方
針に則って、東京北区西が丘地区に設置され
ている国立スポーツ科学センタ （ーJISS）、味
の素ナショナルトレーニングセンター、そして
2019年初春に完成予定の拡充トレーニング
センターを日本ハイパフォーマンススポーツ
センターとして位置付けた。その中での筆者の
活動について紹介したい。
1. ハイパフォーマンス戦略部の設置
　前述の日本ハイパフォーマンススポーツセ
ンターの設置に伴いJSCでは、西が丘地区に
ある組織を横断した部門を設置した。それが
ハイパフォーマンス戦略部であり、筆者が初
代の部長を拝命した。その目的は、情報の一元
化とその有効活用である。
　国は2020東京大会に向けて、オリンピッ
クとパラリンピックの一体化、夏季競技と冬
季競技の一体化を推進している。この方針か
らもハイパフォーマンス戦略部の役割は大き
い。
　当部では、「日本のハイパフォーマンススポ
ーツにおいて、各競技団体が持続可能な育成・
強化の制度を構築する」をミッションと定めて
4年後の達成を目指している。
　また、JISS副センター長も併任している。
2. スポーツ庁の動向について
　スポーツ基本計画が2016年度で5年目を迎
える中で、スポーツ審議会では第二期スポー
ツ基本計画の策定を検討することとなった。
それを受けてスポーツ期本計画部会が設置さ
れ、そのメンバーとして筆者が選出された。11
回の審議を経て、第4章からなる中間報告案を
まとめた。内容は、我が国のスポーツにおける
5年間の総合的かつ計画的に取り組む施策に
ついて、具体的な数値目標をより多く定めた点
が前回の計画との大きな相違点と言えるであ
ろう。
　さらに、2016年10月にはスポーツ庁設置か
ら1年を機に、鈴木長官名で「競技力強化のた
めの今後の支援方針（通称：鈴木プラン）を発
表した。これにより、2020年東京大会に向け
た国の方針が明確となった。これを受けて、日
本オリンピック委員会（JOC）、日本パラリンピ
ック委員会（JPC）、JSCは協働コンサルタント
チームを設置し各競技団体とのコミュニケー
ションを開始した。この事業にもハイパフォー
マンス戦略部は中心として深く関わっている。
3. 海外調査
　ここでは2016年リオデジャネイロ・オリン
ピック、パラリンピック視察について情報を提
供したい。
内容：2016リオ・オリンピック視察調査
期間：2016年8月13日～8月24日
　オリンピック選手村の中と選手村の外の拠
点調査及びミーティングを実施した。まず、選
手村の中は以下の9ヵ国において視察とミー
ティングを実施した（アメリカ、オーストラリ
ア、イギリス、オランダ、カナダ、ニュージーラ
ンド、フランス、スペイン、ブラジル）。選手村
の外の拠点は、以下の6ヵ国を視察しミーティ
ングを実施した（アメリカ、オーストラリア、カ
ナダ、ブラジル、シンガポール、タイ）。
 
内容：2016リオ・パラリンピック視察調査
期間：2016年9月7日～9月15日
　パラリンピック選手村の中と選手村の外の
拠点調査及びミーティングを実施した。
4. 研究活動等
　JSCと大塚ホールディングスは、スポーツ
医・科学の振興と国際競技力強化に向けた産
官学の共同研究「JSCハイパフォーマンスセ
ンターTotal Conditioning Research Project
を2016年12月にスタ トーさせた。筆者は、本
プロジェクトの設置にも企画段階より深く関
与し、総額1億3,500万円の新たな民間予算の
獲得に貢献した。
　さらに、同プロジェクトの指定課題研究にお
いて、「アスリ トーの行動変容（コーチング）」で
研究受託した。本研究は、JSCがオランダオリ
ンピック委員会・スポーツ連合との連携協定
を進める一つとして位置付けられている。共同
研究者には、世界的にも有名なヨーロッパの
大学教授も名を連ねている。
　また、今年度末には専修大学文学部人文・ジ
ャーナリズム学科の学生1名を、ハイパフォー
マンスセンターでインターンとして受け入れ
た。今後、専修大学とJSCがさらに連携して
いく上で大きな一歩と言えよう。
注
注1：クロスアポイント制度は、新たなイノベーション
の創出のために大学、公的研究機関、企業等、組織
間の壁を越えて複数の組織において研究者等が活
躍できる環境を整備する目的で、内閣府の取りまとめ
の下、経済産業省と文部科学省により2015年12月
に策定された制度である。
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